
名
・
発
注
を
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。
賃
金
に
つ
い
て
も
、
元

請
の
業
者
に
対
し
適
正
な
額
で

の
下
請
契
約
、
そ
し
て
代
金
を

で
き
る
だ
け
現
金
払
い
で
お
こ

な
う
よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
、
市
民
の

期
待
の
大
き
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
に
つ
い
て
も
、
国
・
県
が
実

施
し
て
い
る
三
世
代
同
居
等
の

支
援
に
加
え
て
、
市
単
独
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
と
し
て
継
続

し
て
い
る
の
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。
私
の
公
約
で
も

あ
り
、
昨
年
の
懇
談
時
の
要
望

で
も
あ
り
ま
し
た
、
市
街
化
調

整
区
域
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て

も
、
今
回
、
新
し
い
諫
早
市
の

都
市
計
画
を
考
え
て
い
く
た
め

の
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た

の
で
是
非
、
応
援
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
市
街
化
調
整

区
域
外
つ
い
て
は
、
土
地
の
提

供
者
、
な
ら
び
に
開
発
事
業
に

助
成
を
す
る
制
度
も
創
設
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、

是
非
諫
早
市
の
行
政
の
推
進
に

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、

意
見
交
換
を
行
い
、
終
了
し
ま

し
た
。

県
央
振
興
局
長
要
請

〜
工
事
量
の
安
定
と
最
低
制
限
価
格
の 

　
更
な
る
引
き
上
げ
に
よ
る
処
遇
改
善
を
〜

　
八
月
二
十
五
日
㈭
午
前
十
時

二
十
五
分
か
ら
、
県
央
振
興
局

長
に
対
し
、「
中
小
建
設
業

者
・
職
人
の
仕
事
と
暮
ら
し
の

改
善
」
と
し
て
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
県
央
振
興
局
か
ら

井
手
局
長
他
三
名
、
組
合
・
協

会
か
ら
佐
藤
委
員
長
、
北
村
会

長
他
七
名
が
出
席
。
始
め
に
局

長
室
に
お
い
て
、
北
村
会
長
か

ら
井
手
局
長
へ
要
請
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。
佐
藤
委
員
長
が
要

望
主
旨
に
つ
い
て
説
明
後
、
場

所
を
入
札
室
に
移
し
、
建
設
部

長
か
ら
要
望
事
項
に
対
す
る
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
①
工
事
発
注
に
関
す
る
要
請

に
つ
い
て
は
、「
営
繕
工
事
に

関
し
て
は
諫
早
・
大
村
に
加
え

て
島
原
ま
で
対
象
に
入
る
が
、

地
元
の
工
事
は
で
き
る
だ
け
地

元
に
と
い
う
考
え
方
で
行
っ
て

お
り
、
可
能
な
限
り
分
離
・
分

割
方
式
で
の
発
注
に
心
が
け
て

い
る
。
ま
た
、
平
準
化
や
適
正

な
工
期
の
確
保
に
つ
い
て
も
努

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。」

　
②
設
計
労
務
単
価
に
見
合
う

賃
金
の
支
払
い
に
関
す
る
要
請

に
つ
い
て
は
、「
総
合
評
価
落

札
方
式
の
場
合
は
、
賃
金
の
支

払
い
を
加
点
評
価
し
て
い
る
の

で
、
確
認
を
し
っ
か
り
や
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
毎
年
行
わ

れ
る
労
務
費
調
査
は
元
請
だ
け

で
は
な
く
下
請
に
も
行
っ
て
い

る
が
、
賃
金
支
払
い
以
外
の
例

え
ば
お
茶
代
で
も
反
映
さ
れ
る

の
で
し
っ
か
り
計
上
し
て
い
た

だ
き
た
い
。」

　
③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
に
つ
い
て
は
、「
諫
早
市
や

大
村
市
で
活
用
さ
れ
て
い
な
い

の
は
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
る
と

は
思
う
が
、
今
後
、
意
見
を
交

わ
す
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
ご
要
望
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
振
興
局
と
し
て
も
伝
え
活

用
を
進
め
て
み
た
い
と
思
う
。」

と
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
協
会
役
員
か
ら
の
質
問

も
交
え
意
見
交
換
を
行
い
終
了

し
ま
し
た
。

▲冒頭のあいさつを述べる北村協会長

▲要請内容の説明を行う佐藤執行委員長

賃
金
水
準･

待
遇
改
善
の
促
進
と

�

人
材
確
保
の
施
策
を
要
請

8
25

【
要
請
事
項
】

●
中
小
建
設
事
業
者
へ
の
工
事
発
注
に
関
す

る
要
請

●
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃
金

の
支
払
い
に
関
す
る
要
請

●
工
事
発
注
に
お
け
る
適
正
単
価
の
設
定
に

関
す
る
要
請

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
の
要
請

諫
早
市
長
要
請

〜
地
元
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
と 

　
若
年
技
能
者
受
入
れ
の
施
策
を
〜

　
県
央
振
興
局
長
要
請
に
引
き

続
き
、
午
前
十
一
時
三
十
分
か

ら
、
場
所
を
諫
早
市
役
所
、
特

別
応
接
室
に
移
し
「
中
小
建
設

業
者
・
職
人
の
仕
事
と
暮
ら
し

の
改
善
」
に
つ
い
て
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
市
側
か
ら
は

大
久
保
市
長
他
三
名
、
組
合
・

協
会
か
ら
は
佐
藤
委
員
長
、
北

村
会
長
他
四
名
が
出
席
。
始
め

に
北
村
会
長
か
ら
大
久
保
市
長

へ
要
請
書
を
手
渡
し
た
の
ち
、

佐
藤
委
員
長
が
要
請
書
の
趣
旨

を
説
明
。
大
久
保
市
長
は
あ
い

さ
つ
の
中
で
「
本
日
、
四
点
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
特

に
工
事
発
注
に
関
す
る
要
望
に

つ
い
て
は
、
地
元
の
業
者
並
び

に
諫
早
市
の
発
展
の
た
め
に
も

優
先
的
に
市
内
の
業
者
に
指

コ
ロ
ナ
禍
の
今

　
　
　
創
意
工
夫
で
前
進

　
組
織
拡
大
は
組
合
運
動
の
重

要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
私
た

ち
の
要
求
実
現
に
向
け
て
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
組
織
力
「
数

の
力
」
を
強
化
す
る
大
切
な
運

動
で
す
。

　
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
収
束
の
見
通
し
が

立
た
な
い
中
、
組
合
活
動
に
は

様
々
な
制
限
が
か
か
り
、
ま
た

活
動
・
取
り
組
み
に
対
し
て
も
、

組
合
内
部
だ
け
で
は
な
く
、
外

部
（
一
般
の
方
）
の
方
含
め
て
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
の

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
方
法
を

創
意
工
夫
し
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
役
員
、
青
年
部
、
主
婦
会
が

ひ
と
つ
に
な
り
拡
大
目
標
達
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

拡
大
目
標
設
定

　

昨
年
度
は
年
間
拡
大
目
標

四
五
〇
名
に
対
し
て
四
四
〇
名

が
新
た
に
組
合
に
加
入
し
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
四
九
二
名
の

方
が
組
合
を
去
り
、
年
間
で
は

五
二
名
の
組
織
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
令
和
四
年
度
も
、
組
合
全
体

で
の
拡
大
目
標
を
四
五
〇
名
に

設
定
し
、
組
織
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
決
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
六
月
か
ら

十
一
月
ま
で
の
六
か
月
間
を
前

期
行
動
期
間
と
し
て
、
各
支
部

そ
れ
ぞ
れ
に
目
標
数
を
設
定
し

拡
大
目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

各支部拡大目標【前期】
支　部　名 拡大目標
中 央 14名
大 浦 ９名
市 南 10名
東 長 崎 13名
浦 上 西 23名
浦 上 東 ９名
西 彼 22名
諫 早 23名
大 村 16名
島 原 21名
佐世保中央 14名
佐 世 保 東 20名
佐 世 保 北 12名
北 松 10名
平 戸 ７名
五 島 ２名
合 計 225名

令
和
四
年
度 

組
織
拡
大
の
取
り
組
み

建設長崎大運動会
中止のお知らせ

昨年に続き新型コロナウイルス感染拡大
防止のため中止となりました。

September
No.687
２０２２年 9 月１５日

１部２０円　組合員の購読料は組合費に含みます
印刷●㈱昭和堂　TEL095-821-1234

9
発行●長崎県建設産業労働組合　〒852-8021　長崎市城山町１７番５８号　TEL095 -862 -7121　FAX095 -862 -5281　http//www.kensetunagasaki.org/　発行責任者●若杉孝雄　編集人●古井宏樹

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２２年（令和４年） 9月１５日発行第 ６８７ 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�1



令
和
４
年
度
各
支
部
大
会

　
　
　

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
施
し
て

　
　
　
　
　

３
支
部
が
開
催
、
12
支
部
は
書
面
決
議

　

建
設
長
崎
第
77
回
定
期
大
会
を
受
け
、
各
支
部
は
支
部
大
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
第
７
波
に
よ
る
急
激
な
感
染
者
増
加
の
影
響
を
鑑
み
、
大
会
参
加
者
の
安
全
を
考
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
に
て
協
議
を
行
っ
た
結

果
、
中
央
支
部
、
西
彼
支
部
、
平
戸
支
部
の
３
支
部
は
感
染
予
防
対
策
を
施
し
た
上
で
直
接
集
ま
っ
て
の
開
催
。
12
支
部
は
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
よ
り
書
面
で
の
開
催
決
議
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

直
接
開
催
、
書
面
決
議
、
そ
れ
ぞ
れ
に
議
案
書
に
沿
っ
て
、
経
過
・
決
算
報
告
、
運
動
方
針
・
予
算
案
、
並
び
に
新
役
員
の
決
定
を

行
い
ま
し
た
。

中
央
支
部

開
催
日
　
八
月
二
十
四（
水
）

参
加
者
　
二
十
四
名

支
部
長
　
本
多
　
常
秋

副
支
部
長
　
馬
渡
　
鉄
洋

　
〃
　
　
西
村
　
忠
光

　
〃
　
　
福
田
　
　
修

　
〃
　
　
中
島
　
茂
貴

書
記
長
　
古
井
　
宏
樹

大
浦
支
部

�

（
書
面
決
議
）

支
部
長
　
北
村
　
五
男

副
支
部
長
　
古
里
　
一
紀

　
〃
　
　
鳥
田
　
時
治

　
〃
　
　
宮
副
　
辰
則

　
〃
　
　
寺
田
　
郁
実

書
記
長
　
古
井
　
宏
樹

市
南
支
部

�

（
書
面
決
議
）

支
部
長
　
小
宮
　
清
治

副
支
部
長
　
山
下
　
洋
二

　
〃
　
　
中
島
　
善
明

　
〃
　
　
山
﨑
　
昌
晴

　
〃
　
　
一
ノ
瀬
　
崇

　
〃
　
　
山
下
　
和
哉

担
　
　
当
　
松
浦
　
優
紀

東
長
崎
支
部

�

（
書
面
決
議
）

支
部
長
　
里
　
　
澄
宏

副
支
部
長
　
山
村
　
篤
司

　
〃
　
　
尾
上
　
正
範

　
〃
　
　
本
村
美
喜
男

　
〃
　
　
本
田
　
　
勇

書
記
長
　
井
関
　
一
幸

浦
上
西
支
部

�

（
書
面
決
議
）

支
部
長
　
佐
藤
　
昭
彦

副
支
部
長
　
村
岡
　
広
明

　
〃
　
　
下
川
　
孝
貴

　
〃
　
　
木
下
　
広
次

　
〃
　
　
吉
村
　
大
介

書
記
長
　
大
賀
　
修
司

浦
上
東
支
部

�

（
書
面
決
議
）

支
部
長
　
田
崎
　
順
一

副
支
部
長
　
野
口
　
耕
平

　
〃
　
　
森
　
　
政
一

　
〃
　
　
松
田
　
隆
人

書
記
長
　
若
杉
　
孝
雄

西
彼
支
部

開
催
日
　
九
月
十
四
日
（
水
）

参
加
者
　
四
十
名

支
部
長
　
岩
崎
喜
三
郎

副
支
部
長
　
中
尾
　
　
豊

　
〃
　
　
山
中
　
　
茂

　
〃
　
　
尾
崎
　
光
生

　
〃
　
　
脇
川
　
雅
隆

　
〃
　
　
德
永
　
八
郎

担
　
　
当
　
竹
下
　
祐
太

諫
早
支
部

�

（
書
面
決
議
）

支
部
長
　
中
村
　
太
司

副
支
部
長
　
後
田
　
博
幸

　
〃
　
　
山
崎
　
貞
博

　
〃
　
　
林
　
　
　
崇

　
〃
　
　
藤
原
　
保
弘

　
〃
　
　
村
上
　
昌
也

書
記
長
　
池
田
　
　
剛

大
村
支
部

�

（
書
面
決
議
）

支
部
長
　
一
瀬
　
純
男

副
支
部
長
　
金
子
　
芳
雄

　
〃
　
　
川
田
　
洋
一

　
〃
　
　
金
水
　
　
誠

　
〃
　
　
伊
藤
　
光
廣

　
〃
　
　
髙
取
　
征
治

担
　
　
当
　
俣
野
　
　
敦

島
原
支
部

�

（
書
面
決
議
）

支
部
長
　
城
　
　
祐
輔

副
支
部
長
　
松
田
　
年
市

　
〃
　
　
本
田
　
岩
勝

　
〃
　
　
川
田
　
照
重

　
〃
　
　
木
之
田
亮
二

　
〃
　
　
小
嶺
　
栄
助

佐
世
保
中
央
支
部

�

（
書
面
決
議
）

支
部
長
　
本
田
　
英
樹

副
支
部
長
　
大
島
　
𠮷
博

　
〃
　
　
松
本
　
浩
治

　
〃
　
　
梅
里
登
志
夫

書
記
長
　
松
園
　
俊
輔

佐
世
保
東
支
部

�

（
書
面
決
議
）

支
部
長
　
茅
原
喜
志
男

副
支
部
長
　
長
島
　
則
行

　
〃
　
　
大
庭
　
真
八

　
〃
　
　
小
谷
　
　
守

　
〃
　
　
迎
　
　
　
稔

　
〃
　
　
鴨
川
　
浩
樹

担
　
　
当
　
大
庭
　
央
大

佐
世
保
北
支
部

�

（
書
面
決
議
）

支
部
長
　
福
田
　
栄
治

副
支
部
長
　
柚
元
　
美
則

　
〃
　
　
吉
元
　
隆
一

　
〃
　
　
松
山
　
新
二

　
〃
　
　
中
村
　
忠
男

書
記
長
　
森
　
　
一
公

北
松
支
部

�
（
書
面
決
議
）

支
部
長
　
須
藤
　
輝
久

副
支
部
長
　
近
藤
　
力
也

　
〃
　
　
坂
中
　
善
男

　
〃
　
　
萩
原
　
正
清

　
〃
　
　
田
中
　
祐
二

　
〃
　
　
福
田
　
敏
幸

書
記
長
　
江
頭
　
孝
一
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平
戸
支
部

開
催
日
　
八
月
二
十
九
日（
月
）

参
加
者
　
二
十
名

支
部
長
　
岡
田
　
　
眞

副
支
部
長
　
原
田
　
仁
志

　
〃
　
　
大
浦
　
広
己

　
〃
　
　
久
保
　
満
路

担
　
　
当
　
松
本
　
純
一

　課税事業者が納付する消費税は「売上の消費税」
から「仕入や経費の消費税」を差引いて計算しま
す（仕入税額控除）。そして仕入税額控除をおこ
なうためには、「記帳」と「請求書の保存」が必
要です。
　2023年10月から適格請求書等保存方式（インボ
イス制度）が導入されます。税率ごとに区分経理
した帳簿、さらに請求書には適格請求書発行事業
者であることを表す「登録番号」や「税率ごとの
消費税額」の記載が求められます。

１ �「適
（インボイス制度）

格請求書等保存方式」�
ってなに？

適格請求書の記載事項
〈適格請求書とは下記の記入がある請求書、納品書、
� 領収書、レシート等の書類をいいます〉
❶適格請求書発行事業者の氏名又は名称及び登録番号
❷取引を行った年月日
❸�取引に係る資産又は役務の内容（軽減税率対象取引
については軽減税率対象である旨）
❹�税率ごとに合計した取引に係る税抜価格又は税込価
格及び適用税率（10％又は ８％）
❺�税率ごとの消費税額等
❻書類の受領者の氏名又は名称

適格請求書発行事業者登録番号の記載が義務
　適格請求書等には税率ごとの消費税額の記載が必要にな
るばかりか制度の実施に合わせて始まる「適格請求書発行
事業者登録番号」の記載が必要になります。
　この登録番号は適格請求書等の発行を希望する事業者
は、事前に税務署に申請を行う必要があります。

一大事！！・免税事業者が取引から排除される！？
　　　　　・課税事業者は消費税納税額が増大！？
　適格請求書等保存方式の問題点は、適格請求書発行事業

者にならなければ取引相手が仕入税額控除できないことで
す。免税事業者も請求書を出しますが、適格請求書等は出
すことができません。これにより免税事業者の相手方が課
税事業者であった場合、その課税事業者は免税事業者との
取引分の仕入税額控除ができません。
　その結果、免税事業者は取引相手の課税事業者から「課
税事業者になるか」、「取引を終了するか」、「控除できない消
費税相当額の値引きの強要」を求められる懸念があります。
　課税事業者にとっても仕入税額控除ができないことは経
営上の大きな負担となります。

2 �適格請求書等保存方式の何が問題なの？

適格請求書等保存方式
（インボイス制度）仕事はどう変わる‼

インボイス使用での消費税納税のしくみ
課税事業者

1,100万円支払い

A 建設株式会社
課税事業者

A 建設から1,100万円受け取り
消費税は100万円

B 工務店有限会社

B 工務店から550万円受け取り
消費税は50万円

課税事業者
C 建築工業

C 建築から110万円受け取り
消費税は10万円

課税事業者登録
D 一人親方

B 工務店は課税業者
インボイス使用

工事の事業収入にかかる消費税から
消費税100万円控除可能

C 建築工業は課税業者
インボイス使用

消費税控除100万円－50万円
消費税50万円のみ納税

Dの一人親方が課税業者
インボイス使用

消費税控除50万円－10万円
消費税40万円のみ納税

一人親方が課税業者
インボイス業者からの仕入れ等

消費税控除10万円－仕入れ
消費税控除を受けられる

インボイス
1,100万円領収書

550万円支払い

インボイス
550万円領収書

110万円支払い

インボイス
110万円領収書
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八
月
八
日
、
建
設
労
働
者
・

職
人
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
が
、

長
崎
市
原
爆
公
園
内
の
「
不
戦

平
和
の
塔
」
前
で
、
感
染
症
予

防
対
策
と
し
て
参
加
者
の
大
幅

な
制
限
を
行
い
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
午
前

十
一
時
〇
二
分
に
、
参
列
者
全

員
で
原
爆
犠
牲
者
に
対
し
て
黙

祷
を
捧
げ
た
後
、
全
建
総
連
の

勝
野
書
記
長
、
広
島
建
労
の
原

執
行
委
員
長
、
建
設
長
崎
の
佐

藤
執
行
委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
献

花
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
長
崎
県
下
十
五
支

部
と
全
国
各
地
よ
り
集
め
ら
れ

た
名
水
の
献
水
。
三
十
二
県
連

組
合
よ
り
平
和
の
祈
り
を
込
め

て
折
ら
れ
た
鶴
、
八
八
、
二
二

二
羽
の
献
納
が
、
参
加
者
を
代

表
し
て
建
設
長
崎
主
婦
会
の
手

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
慰
霊
の
言
葉
で
は
、
全
建
総

連
の
勝
野
書
記
長
は
「
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
、

世
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る

と
と
も
に
、
多
く
の
民
間
人
が

犠
牲
者
に
な
る
な
ど
、
戦
争
の

残
虐
さ
を
改
め
て
知
ら
し
め
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
平
和
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、
戦
争
の
放
棄

を
示
す
憲
法
九
条
の
理
念
を
再

確
認
し
、
す
べ
て
の
人
類
が
平

和
で
、
戦
争
や
核
の
脅
威
に
怯

え
る
こ
と
の
な
い
未
来
を
築
く

た
め
の
運
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続

い
て
建
設
長
崎
の
佐
藤
執
行
委

員
長
は
「
多
く
の
尊
い
命
が
犠

牲
に
な
っ
た
原
爆
投
下
か
ら

七
十
七
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

世
界
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

を
は
じ
め
、
核
の
脅
威
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
私
た
ち
は
、
被
爆
の

実
相
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

こ
こ
長
崎
と
広
島
の
地
か
ら

『
人
類
と
核
は
共
存
で
き
な
い
』

こ
と
、
そ
し
て
『
核
兵
器
廃

絶
』
と
『
恒
久
平
和
の
実
現
』

を
訴
え
続
け
ま
す
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
参
列
者
一
人
一
人

が
白
菊
の
献
花
を
行
い
原
爆
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
霊
に

祈
り
を
捧
げ
ご
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

慰霊のことばを述べる佐藤執行委員長

献納された折鶴

全
国
か
ら
平
和
の
祈
り
を
込
め
た

　
九
万
羽
の
折
鶴
と
名
水
を
献
納

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
人
類
と
核
兵
器
は

　
　
　
　
共
存
で
き
な
い
と
強
く
世
界
に
訴
え
る

被
爆
七
十
七
年

　原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭

木造建築物の組立て等作業主任者講習会のご案内

【受験資格】満21歳以上で、木造建築物の構造部材の組立て又はこ
れに伴う屋根若しくは外壁下地の取り付け作業に 3年
以上従事した経験を有する者

【定　　員】36名（なお、受講者が15名未満の場合は中止する場合
があります）

【受付方法】支部にて随時受付。
　　　　　　①受講申請書（実務経験欄の証明が必要）
　　　　　　②運転免許証など本人確認ができる証明書の写
　　　　　　③受講料を持参し、各支部事務所に提出。学院発行の

作業主任者手帳を所持している場合は、提出をお願
いします。

　　　　　　※写真は講習会当日に撮影します。
※注意！『個人事業主や一人親方の実務経験の証明について』
　個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、自己証明
の場合第三者の証明が 2名分必要になります。
☞講習会はコロナウイルス感染拡大防止対策を講じながら実施しま
す。今後の感染状況を注視しながら、国・自治体の対処方針に従
い対応（開催の有無）していきます。
【問い合わせ先】長崎労働局登録教習機関
　　　　　　　　長崎県建設技術専門学院本部
　　　　　　　　（TEL095‒861‒9261）
　　　　　　　　登録No.025‒ 3（木建）－有効2024年12月－

地区 日　　　程 会　　　場 受　講　料

長崎
地区

令和 4年11月12日㈯～13日㈰
午前 9時00分～午後 5時00分
（受付開始：午前 8時30 分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町17‒58）

8,000円
（組合員には2,000
円の助成あり）

万灯に平和への願いを込めて
　
八
月
九
日
、
建
設
長
崎
で
は
平
和

運
動
の
一
環
と
し
て
、
原
爆
殉
難
者

慰
霊
奉
賛
会
や
城
山
連
合
自
治
会
等

と
協
賛
し
て
、
原
爆
投
下
後
に
水
を

求
め
て
亡
く
な
っ
た
多
く
の
方
や
、

戦
争
、
原
爆
の
犠
牲
者
を
し
の
ぶ

『
浦
上
川
万
灯
流
し
』
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
長
引
く
中
、

今
年
も
昨
年
と
同
じ
よ
う
に
、
感
染

拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
灯
篭
を
川

に
流
す
の
は
中
止
し
て
、
浦
上
川
の

川
岸
に
置
き
犠
牲
者
を
追
悼
し
ま
し

た
。

　
城
山
地
区
の
子
ど
も
ら
が
平
和
へ

の
願
い
を
込
め
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵

を
描
い
て
作
っ
た
灯
篭
、
約
八
〇
〇

個
が
川
辺
に
並
べ
ら
れ
、
鎮
魂
の
柔

ら
か
い
光
に
、
川
沿
い
を
訪
れ
た
多

く
の
人
た
ち
は
、
原
爆
殉
難
者
へ
の

慰
霊
と
平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
て
い

ま
し
た
。

浦上川万灯流し

　
台
風
の
進
路
情
報
に
一
抹
の

不
安
を
覚
え
な
が
ら
迎
え
た
九

月
四
日
㈰
、
時
津
連
合
分
会
で

は
、
実
に
三
年
ぶ
り
と
な
る
住

宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
総

勢
十
五
名
の
参
加
で
、
本
部
か

ら
佐
藤
委
員
長
も
激
励
に
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
事
前
の
告
知
は

控
え
め
に
口
コ
ミ
で
行
い
ま
し

た
が
、
地
域
の
方
を
含
め
、
来

場
者
数
も
程
よ
く
見
え
ら
れ
、

心
温
ま
る
差
し
入
れ
を
頂
く
場

面
も
あ
り
、
奉
仕
活
動
と
し
て

の
住
宅
デ
ー
の
価
値
を
改
め
て

感
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
包
丁
を
中
心
に
ハ
サ
ミ
や
カ

マ
、
ナ
タ
な
ど
計
六
十
一
本
が

集
ま
り
、
時
折
台
風
の
接
近
を

感
じ
さ
せ
る
風
を
受
け
な
が
ら
、

久
々
の
住
宅
デ
ー
と
あ
り
、
心

を
込
め
丁
寧
に
研
ぎ
あ
げ
ま
し

た
。
地
域
の
方
も
、
研
が
れ
て

き
れ
い
に
な
っ
た
包
丁
を
手
に
、

笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
、
助
か
り
ま
す
。」
と

お
っ
し
ゃ
ら
れ
、
建
設
長
崎
の

存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
西
彼
支
部
琴
海
分
会
で
は
、

八
月
二
十
一
日
㈰
に
Ｊ
Ａ
長
崎

せ
い
ひ
琴
海
支
店
、
村
松
営
業

所
、
さ
ざ
な
み
会
館
の
三
か
所

を
お
借
り
し
て
、
三
年
ぶ
り
の

住
宅
デ
ー
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
晴
れ
渡
る
太
陽
の
日
差
し
に

も
負
け
ず
、
総
勢
三
十
一
名
の

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
各
会
場
で
包
丁
研

ぎ
に
精
を
出
し
ま
し
た
。
久
し

振
り
の
開
催
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
地
域
の
方
が
持
っ

て
こ
ら
れ
た
包
丁
の
中
に
は
、

錆
で
赤
茶
色
く
な
っ
た
も
の
が

あ
っ
た
り
と
、
住
宅
デ
ー
が
実

施
で
き
な
か
っ
た
期
間
の
長
さ

を
表
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
て
、

例
年
行
っ
て
い
た
町
内
放
送
は

取
り
や
め
、
規
模
縮
小
と
は
な

り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
集

ま
っ
た
包
丁
等
は
合
わ
せ
て

一
八
一
本
と
、
上
々
の
本
数
で

し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、

暑
い
中
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

時津連合分会住宅デー琴海分会住宅デー

〈
参
加
者
〉

岩
崎
喜
三
郎

中
尾　
　
豊

井
手　
　
保

尾
崎　
光
生

脇
川　
雅
隆

砂
川
健
二
郎

髙
木
栄
八
郎

川
久
保
博
幸

濱
本　
勝
之

川
林　
　
満

田
口　
繁
美

山
口　
俊
一

宮
城　
　
忍

濱
本　
久
枝

溝
上　
啓
子

佐
藤　
圭
介

〈
参
加
者
〉

岩
崎
喜
三
郎

井
手　
　
保

山
中　
　
茂

徳
永　
八
郎

尾
崎　
光
生

相
川　
雅
彦

柿
田　
英
明

北
村　
政
和

道
平　
政
文

今
里　
正
吉

井
手　
一
男

岑
山　
義
徳

井
川　
治
美

松
本　
菊
夫

浦　
　
勝
彦

松
山　
義
廣

辻　
　
泰
志

岩
下　
　
孟

西
山　
恒
顯

角
﨑　
　
豊

小
野
田
国
夫

小
山　
哲
男

吉
田　
　
等

相
川　
哲
男

山
崎　
春
雄

前
尾　
辰
美

松
尾　
　
孝

相
川　
　
守

廣
瀬　
茂
樹

浦
添　
朝
夫

井
手　
吉
一

佐
藤　
圭
介

西彼支部

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２２年（令和４年） 9月１５日発行第 ６８７ 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�3



福
祉
共
済
給
付
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
組
合
員
本
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
感
染
し
た
場
合
、
福
祉
共

済
会
の
病
気
休
業
手
当
を
受
給
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
傷
病
手
当
金
に
つ
い
て
も
合
わ

せ
て
受
給
が
可
能
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
て
、

未
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早

め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
手
当
等
の
金
額
に
つ
い
て

　
・
病
気
休
業
手
当
（
福
祉
共
済
）

　
　
　
　
一
日
四
千
円

　
・
傷
病
手
当
金
（
長
建
国
保
）

　
　
　
　
一
日
四
千
円

　（
※
長
建
国
保
加
入
の
方
は

�

合
わ
せ
て
一
日
八
千
円
）

②
支
給
の
期
間
に
つ
い
て

　
療
養
期
間
の
四
日
目
か
ら
支
給

　（
三
日
目
ま
で
は
待
機
期
間
）

　
※�

証
明
書
に
療
養
期
間
の
記
載
が
あ

る
場
合
は
そ
の
期
間
を
、
診
断
日

の
み
記
載
の
場
合
は
、
規
定
の
日

数
を
療
養
期
間
と
し
て
取
り
扱
い

ま
す
。

③
申
請
に
つ
い
て

　
保
健
所
等
か
ら
の
証
明
書
、
も
し

く
は
、
ス
マ
ホ
で
の
証
明
書
【HER-

SYS

（
ハ
ー
シ
ス
）】（
コ
ピ
ー
）
を

準
備
し
、
印
鑑
（
認
め
印
）
を
ご
持

参
の
う
え
、
所
属
支
部
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
注
意
事
項

　
組
合
員
以
外
の
家
族
、
濃
厚
接
触

者
は
対
象
外
で
す
。

　
ま
た
、
組
合
加
入
三
ヶ
月
以
内
の

方
は
支
給
対
象
外
で
す
。

事業所健診、または個人健診による�
� 健診結果の提出をお願い致します
　当組合では加入者の医療費や介護費用に負担を抑えるために、特定健診
（４０才以上）や人間ドックを実施しています。
　特に特定健診につきましては、受診者を増やすよう国の指導を受けてお
り、組合では様々な機会や広報を通じて受診勧奨に努めています。
　長建国保の加入者で、事業所（職場）・個人健診の受診がお済みの方に
つきましては、健診結果（写し）をご提供して頂くことで特定健診を受診
した事となり、受診率アップにつながりますので、ご協力の程よろしくお
願い致します。

■１．対象となる健診
　令和４年度（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）に実施する健診

■２．対象者
　上記１の期間中に受診された方で当組合に加入している４０～７４歳の
方。

■３．健診結果の提供方法
　令和４年５月中旬頃に特定健診受診券、質問票、茶封筒（返信用封
筒）をお送りしております。健診結果と質問票を必ず添えて、返信用
封筒（切手不要）にてご郵送下さい。
※�事業主様が事業所健診の健診結果をご提供くださる場合は、右記「標

準報酬決定通知書提出のお願い」に関するお知らせに同封しており
ます質問票をお一人につき一枚、必ず添えて、返信用封筒にてご郵
送ください。また、本件は、法令に基づき行っている為、事業主が
健診結果を提供することは法令違反ではありませんので念のため申
し添えます。

　
社
会
保
険
適
用
除
外
を
行
っ

て
い
る
各
事
業
所
が
四
月
～
六

月
の
賃
金
報
告
を
提
出
し
た
後
、

年
金
事
務
所
よ
り
各
保
険
料
の

算
定
基
礎
と
な
る
「
標
準
報
酬

決
定
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
長
建
国
保
で
は
、
厚
生
労

働
省
及
び
長
崎
県
の
指
導
に
よ

り
、
事
業
所
内
に
お
け
る
適
用

除
外
承
認
者
数
の
現
状
把
握
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
為
、
こ

の
「
標
準
報
酬
決
定
通
知
書
」

の
写
し
を
提
出
し
て
頂
く
こ
と

に
よ
り
各
事
業
所
に
従
事
し
て

い
る
従
業
員
名
を
把
握
し
、
資

格
取
得
・
喪
失
の
確
認
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

健
康
保
険
適
用
除
外
事
業
所
へ
、

　
　
標
準
報
酬
決
定
通
知
書
提
出
の
お
願
い

長
建
国
保
だ
よ
り

　各適用除外事業所宛に下記の書類を郵送しており
ますので、対象の事業所は内容をご確認の上、
「FAX」（０９５－８６１－００４８）又は「返信用封筒」で
長建国保宛にご返送頂きますようお願い致します。

⎧
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎩

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

【同封している書類】…₈月３１日に各事業所へ郵送
　　　　　　　　　　 させて頂いております。

⃝算定基礎届に伴う「健康保険・厚生年金被保険者標
準報酬月額決定通知書」写しの送付依頼について

⃝標準報酬月額決定通知書のサンプル

⃝国民健康保険被保険者事業所変更届
　※住所等変更があった場合に提出して頂きます

⃝「事業所健診の健康診断結果の提出」のお願い

⃝質問票（黄色）

⃝返信用封筒

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
※規定料金が異なる場合がございます。各温泉施設までお問合せ下さい。

消費税10％� 2022.8.1 現在

指定温泉名称 利用区分 温泉施設内
場所

平日料金
規定料金 割引料金

メンバーズカード提示
補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長崎・西彼地区

稲佐山温泉
アマンディ 大人 　 　 830円 　▲30円 ▲300円 500円 長崎市曙町39-38

095 -862 -5555

i ＋ Land nagasaki

（旧）やすらぎ伊王島
大人

ホテル側

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町
₁丁目3277 -₇
095 -898 -2202

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

しまかぜ

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 　 　 1,000円 － ▲300円 700円
西彼杵郡長与町
岡郷2762 -₁
095 -887 -4126

道の尾温泉 大人 　 　 650円 － ▲300円 350円
西彼杵郡長与町
高田郷284
095 -856 -2631

ゆりの温泉 大人 　 　 900円 ▲100円 ▲300円 500円
西彼杵郡長与町
高田郷2289 -₂
095 -856 -2617

県央地区

サンスパ
おおむら　ゆの華 大人 　 　 750円 　 ▲420円 330円 大村市森園町663 -3

0957 -50 -1126

青雲荘 大人 　 　 880円 － ▲300円 580円
雲仙市小浜町雲仙500 -₁

0957 -73 -3273
小地獄温泉館 大人 　 　 460円 － ▲300円 160円

望洋荘
営業時間帯によって料金が異
なります。
詳しくは施設までお問い合わ
せ下さい。

大人（高校生以上）
［₇：30～16：30］ 　 　 550円 － ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10
0957 -74 -3141

大人
［16：30～21：30］ 　 　 330円 － ▲300円 　30円

雲仙市にお住いの方のみ
（保険証・運転免許証をご提示ください）
大人（60歳以上）［₇：30~21：30］

209円 差額は返金
されません。 　　0円

いいもり月の丘 大人 　 　 520円 － ▲300円 220円
諫早市飯盛町
平古場279番地
0957 -28 -4141

県北地区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷272
0956 -82 -2661

川棚大崎温泉
しおさいの湯 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷237

0956 -82 -6868

ザ・パラダイスガーデンサセボ
（※₁）

大人 　 　 900円 － ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853 -12
0956 -39 -4800

ホテルローレライ　ばってんの湯
（※₁）

大人 　 　 700円 ▲140円 ▲300円 260円 佐世保市南風崎町449
0956 -59 -3939

はさみ温泉
湯治楼

大人 　 平日 700円 － ▲300円 400円 東彼杵郡波佐見町
長野郷558 -₃
0956 -76 -9008

大人 　 土・日
・祝 750円 － ▲300円 450円

鹿町温泉　やすらぎ館 大人 　 　 660円 － ▲300円 360円
佐世保市鹿町町
土肥ノ浦169 -₂
0956 -66 -2617

平戸たびら温泉
サムソンホテル 大人 　 　 900円 －

▲300円
▲300円
施設負担

一律
300円

平戸市田平町
野田免210 -₆
0950 -57 -1110

（※₁）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。

保険証郵送更新のため
支部窓口にて無償配布

　
毎
年
、
組
合
員
の
皆
様

に
お
配
り
し
て
い
る
「
常

備
薬
セ
ッ
ト
」
を
、
今
年

度
も
各
支
部
に
て
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
も

マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
除
菌

シ
ー
ト
等
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け

る
内
容
で
お
配
り
し
て
お

り
ま
す
。
家
族
の
資
格
取

得
、
喪
失
や
、
各
種
変
更

届
の
手
続
き
等
、
各
所
属

支
部
へ
お
立
ち
寄
り
の
際

は
忘
れ
ず
に
お
受
け
取
り

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

常
備
薬
を
お
受
け
取
り
下
さ
い

建 設 長 崎毎月１回１５日発行　　２０２２年（令和４年） 9月１５日発行 （１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）　第 ６８7 号 �4


